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独
立
行
政
法
人
の
資
金
繰
り
・
資
金
調
達
に
関
す
る
質
問
主
意
書

独
立
行
政
法
人
（
以
下
、
「
独
法
」
）
の
資
金
繰
り
、
資
金
調
達
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

独
法
の
信
用
リ
ス
ク
は
、
国
の
リ
ス
ク
と
同
じ
（
つ
ま
り
リ
ス
ク
フ
リ
ー
）
と
考
え
て
よ
い
か
。

二

現
行
法
制
下
で
、
独
法
が
債
務
調
整
を
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
か
。

三

独
法
が
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
額
の
資
金
調
達
を
で
き
な
い
可
能
性
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど

ん
な
場
合
か
。

四

独
法
の
何
ら
か
の
債
務
の
返
済
期
限
に
、
必
要
な
返
済
原
資
が
無
い
場
合
、
独
法
が
取
り
得
る
選
択
肢
に
は
何
が
あ
る

か
。

五

資
金
調
達
が
間
に
合
わ
ず
に
債
務
の
返
済
期
限
を
先
延
ば
し
し
た
結
果
、
独
法
が
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
債
権
者
に

支
払
う
事
態
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
コ
ス
ト
の
原
資
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
独
法
は
経
営
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。


